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　澄み切った透明度が特徴の愛南町の海には、ソフト
コーラルが多く、そのソフトコーラル（ウミウチワ）に住
んでいるのが、最も小さな海馬というピグミーシーホー
スです。
　このピグミーシーホースの他にも個性豊かな生き物が
生息する魅力いっぱいの愛南町の海では、令和₅年₂月
に中四国地域で唯一海業振興モデル地区に選定され、海
業の振興にも取り組んでいます。

海業とは？と思ったらこちら→
https://www.town.ainan.ehime.jp/kurashi/business/
suisangyoko/suisanshinko/umigyo.html

愛南町﹁魅力いっぱいの海・海
うみ

業
ぎょう

！﹂

カエルアンコウ▶ミノカサゴ▶

◀イバラカンザシ

◀ピグミーシーホース

ウデフリツノザヤウミウシ▶



　令和₅年₆月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 171 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
佐
川
会
長（
砥
部
町
長
）

は
、令
和
5
年
6
月
1
日
・
2
日
に
中
村
愛

媛
県
知
事
、
高
山
愛
媛
県
議
会
議
長
、
武

智
愛
媛
県
市
長
会
長
（
伊
予
市
長
）
及
び

地
元
選
出
の
国
会
議
員
と
共
に
各
関
係
省

庁
の
大
臣
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　
【
6
月
1
日
】

農
林
水
産
省　
　

野
村　

哲
郎　

大
臣

国
土
交
通
省　
　

斉
藤　

鉄
夫　

大
臣

国土交通省　斉藤大臣（左から₄番目） 農林水産省　野村大臣（左から₆番目）

令
和
６
年
度
重
要
施
策
の
推
進
に

関
す
る
提
案
・
要
望
を
実
施

愛
媛
県
町
村
会
　

　平素、愛媛県並びに県内市町の行政の推進につきまして、格
別の御高配を賜り、深く感謝を申し上げます。
　現在、我が国は、新型コロナウイルス対策の新たな段階への
移行、ウクライナ危機に端を発した国際情勢の不安定化、物価
の高騰、想定を上回る速度で進行する人口減少、デジタル技術
の進化など、複数の大きな変動要因に直面しており、これまで
の延長線上で物事をとらえていては乗り越えられない時代に入
っていると考えています。
　このため、愛媛県では、今年度から本格的なスタートを切
る県政新ステージにおいて、「西日本豪雨災害からの復興と防
災・減災対策」「人口減少対策」「地域経済の活性化」の₃本
柱に、アフターコロナへの対応を含む「新型コロナウイルス対
策」、行政・暮らし・産業のあらゆる分野においてＤＸの推進
を図る「デジタル技術の活用」の₂つの基軸を加えた五つを重
点施策に掲げ、「愛

えがお

顔あふれる愛媛づくり」にオール愛媛でま
い進して参る所存です。
　また、本県を含めた日本全体の喫緊の課題である人口減少問
題については、「えひめ人口減少対策重点戦略」を策定し、地
域や企業・事業者と力を合わせて、自然減と社会減の両面から
これまで以上に踏み込んだ抜本的な対策を展開し、極めて高い
目標である令和₈年の出生数8,500人の確保と転出超過の解消
に全力を挙げるほか、地域を持続的に発展させるための重要な
かぎをにぎるデジタル技術の活用を図るべく、昨年12月に県内
４大学と覚書を締結し、連携したデジタル人材の育成・確保に
力を注いでいるところです。
　国におかれましては、ＧＸやＤＸ、スタートアップの育成等
を通じた新しい資本主義の実現、従来とは次元の異なる子ど
も・子育て政策など、待ったなしの課題に取り組んでおられる
ところでありますが、本県の施策を実効性あるものとするため
には、財源の確保はもとより、防災・減災対策や地域経済の活
性化に欠かせない社会資本の整備、地域の実情に即した事業を
推進する上での各種制度の創設や見直しなど、これまで以上に
強力な国の御支援が必要です。
　つきましては、本県の現状や課題をふまえ、愛媛県並びに県
内市町の発展に重要不可欠な提案・要望項目を重点施策として
取りまとめましたので、令和６年度政府予算の編成および政策
の決定に当たりまして、格別の御理解、御配慮を賜りますよう
お願い申し上げます。
	 　　　　　愛媛県知事　　　　中　村　時　広　
　	 　　　　愛媛県市長会長　　武　智　邦　典　
　	 　　　　愛媛県町村会長　　佐　川　秀　紀　

文
部
科
学
省　
　

簗　
　

和
生　

副
大
臣

　
【
6
月
2
日
】

経
済
産
業
省　
　

太
田　

房
江　

副
大
臣

内
閣
府
（
原
子
力
防
災
）、
環
境
省　

　
　
　
　
　
　
　

西
村　

明
宏　

大
臣

こ
ど
も
家
庭
庁
、
内
閣
府
（
こ
ど
も
政
策
、

少
子
化
対
策
、
若
者
活
躍
、
男
女
共
同
参

画
）

　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

將
信　

大
臣

【
最
重
点
項
目
】

Ⅰ　

人
口
減
少
対
策

　

1　

人
口
減
少
対
策
の
抜
本
的
強
化
に

つ
い
て

　

2　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
つ
い
て

　

3　

女
性
活
躍
・
仕
事
と
家
庭
の
両
立

を
推
進
す
る
取
組
の
充
実
強
化
に
つ

い
て

　

4　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て

　

5　

教
員
の
業
務
負
担
軽
減
に
関
す
る

支
援
に
つ
い
て

　

6　

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て

　

7　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
対
す
る

支
援
等
に
つ
い
て

Ⅱ　

防
災
・
減
災
対
策

　

8　

西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
し

た
か
ん
き
つ
産
地
の
復
興
に
つ
い
て

　

9　

肱
川
緊
急
治
水
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

　

10　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

11　

伊
方
発
電
所
の
安
全
対
策
の
強
化

等
に
つ
い
て

　

12　

原
子
力
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化

に
つ
い
て

　

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
。



　（3）　令和₅年₆月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 171 号　

度
の
見
直
し
・
拡
充
に
つ
い
て

　

39　

強
い
え
ひ
め
農
業
を
支
え
る
基
盤

整
備
の
推
進
に
つ
い
て

　

40　

か
ん
き
つ
産
地
の
体
質
強
化
に
つ

い
て

　

41　

家
畜
伝
染
病
に
対
す
る
防
疫
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

　

42　

畜
産
経
営
支
援
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

　

43　

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
支

援
の
強
化
に
つ
い
て

　

44　

持
続
可
能
な
水
産
業
の
確
立
に
向

け
た
技
術
開
発
の
強
化
に
つ
い
て

　

45　

海
外
に
お
け
る
日
本
の
地
名
の
商

標
登
録
問
題
へ
の
取
組
強
化
に
つ
い

て

　

46　

地
方
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
自

転
車
関
連
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に

つ
い
て

　

47　

次
世
代
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

発
掘
・
育
成
に
対
す
る
支
援
等
の
充

実
に
つ
い
て

　

48　

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
支

援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

49　

地
方
の
文
化
芸
術
施
策
へ
の
支
援

拡
充
に
つ
い
て

Ⅳ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　

50　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
に
係
る
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

51　

愛
媛
大
学
デ
ジ
タ
ル
・
情
報
人
材

育
成
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

Ⅴ　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

　

52　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
拡
充
に
つ
い
て

　

53　

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取

組
の
強
化
に
つ
い
て

　

54　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
維

持
・
確
保
に
つ
い
て

　

55　

県
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

文部科学省　簗副大臣（左から₄番目）

内閣府（原子力防災）、環境省　西村大臣（左から₄番目）

経済産業省　太田副大臣（左から₄番目）

こども家庭庁、内閣府（こども政策、少子化対策、若者
活躍、男女共同参画）　小倉大臣（左から₄番目）

　

13　

四
国
の
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
に

つ
い
て

　

14　

高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
に
つ
い

て

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

15　

農
林
水
産
物
の
輸
出
拡
大
に
つ
い

て

　

16　

ア
コ
ヤ
ガ
イ
大
量
へ
い
死
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

17　

松
山
空
港
の
機
能
拡
充
に
つ
い
て

　

18　

訪
日
誘
客
支
援
空
港
に
対
す
る
支

援
の
継
続
・
拡
充
に
つ
い
て

　

19　

四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
へ
の
記
載
に
つ
い
て

Ⅳ　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　

20　

地
域
で
活
躍
す
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
・
確
保
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

21　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
通
じ
た
地
域
経
済

活
性
化
や
諸
課
題
解
決
に
向
け
た
支

援
の
充
実
に
つ
い
て

　

22　

次
世
代
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
む

学
校
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

Ⅴ　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

　

23　

海
洋
ご
み
対
策
に
つ
い
て

【
重
点
項
目
】

Ⅰ　

人
口
減
少
対
策

　

24　

企
業
版
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

に
つ
い
て

　

25　

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
整
備
の

促
進
に
つ
い
て

　

26　

き
め
細
か
な
不
登
校
対
策
等
の
推

進
に
つ
い
て

　

27　

愛
媛
大
学
大
学
院
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
学
環
（
修
士
課
程
）
の
運
営
支

援
に
つ
い
て

　

28　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

Ⅱ　

防
災
・
減
災
対
策

　

29　

地
域
全
体
で
取
り
組
む
「
流
域
治

水
対
策
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

30　

大
規
模
災
害
時
の
円
滑
な
相
互
支

援
体
制
整
備
等
の
た
め
の
防
災
業
務

の
標
準
化
の
推
進
に
つ
い
て

　

31　

国
家
的
な
リ
ス
ク
や
課
題
に
対
応

し
た
行
政
体
制
の
あ
り
方
の
検
討
に

つ
い
て

　

32　

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

33　

命
を
守
り
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

港
湾
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

　

34　

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
・
確
保
に
つ
い
て

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化

　

35　

産
業
創
出
支
援
の
強
化
に
つ
い
て

　

36　

職
業
能
力
開
発
施
策
に
つ
い
て

　

37　

海
事
産
業
の
支
援
の
強
化
に
つ
い

て

　

38　

外
国
人
材
受
入
れ
の
適
正
化
及
び

円
滑
化
と
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
制
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
26
日

（
月
）
午
後
1
時
00
分
か
ら
自
治
会

館
2
階
で
「
第
2
回
臨
時
総
会
」
及

び
「
第
2
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催

し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
長
が
出
席

し
た
。

【
第
２
回
臨
時
総
会
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　
　

河
野
会
長（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議　

事

　

⑴　

認
定
第
1
号　

令
和
4
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑵　

認
定
第
2
号　

令
和
4
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
4
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
利
益
処
分

　
　

右
の
3
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、協
議
の
結
果
、認
定

第
1
号
及
び
認
定
第
2
号
は
認
定
、

議
案
第
1
号
に
つ
い
て
は
、
決
定

し
た
。

【
第
２
回
全
員
連
絡
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終

了
後
、
午
後
１
時
50
分
か
ら
引
き
続

き
、「
令
和
5
年
度
第
2
回
全
員
連
絡

会
」
を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　
　

河
野
会
長（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議
長
選
出

4　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

5　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事

項
に
つ
い
て

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　

県
総
務
部
総
務
管
理
局
の
池
田
局
長

及
び
県
市
町
振
興
課
の
知
念
課
長
か
ら

の
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
清
水
愛
南

町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
柑
橘
王
国

え
ひ
め
の
「
み
か
ん
」・「
柑
橘
」
を
愛
媛

県
の
共
通
返
礼
品
に
」
に
つ
い
て
、
愛

南
町
商
工
観
光
課
の
兵
頭
課
長
及
び
脇

田
課
長
補
佐
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

6　

報　

告

　
　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
会

（
自
治
労
連
）愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請

書
に
つ
い
て

　
　

本
会
事
務
局
が
報
告
し
、
一
同
了
承

し
た
。

7　

協
議
事
項

　
　

町
長
海
外
行
政
調
査
（
韓
国
）
に
つ

い
て

　
　

本
会
事
務
局
、
県
観
光
国
際
課
の
中

川
主
幹
及
び
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
武
市
支
店
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が

あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

8　

そ
の
他

　
　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
日
程
調
整
の
う
え
、
正
副
会
長

に
一
任
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

臨　時　総　会

全 員 連 絡 会

 
第
２
回
臨
時
総
会
並
び
に

 
第
２
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
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令
和
５
年
度

新
規
採
用
職
員
研
修
会
を
開
催

「講　話」　
講師：河野会長（久万高原町長）

研　修　会

　

令
和
5
年
度
町
職
員
研
修
会
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
令
和
5
年
度
採
用
職
員
を
対

象
と
し
た
新
規
採
用
職
員
研
修
会
を
6
月

20
日（
火
）～
21
日（
水
）に
愛
媛
県
県
民
文

化
会
館
で
開
催
し
た
。

　

新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
修
了
証
書
に

替
え
て
「
受
講
者
名
簿
」
を
掲
載
す
る
。

【
新
規
採
用
職
員
研
修
会
の
研
修
内
容
】

　

◦
会
長
講
和　
　

河
野　

忠
康　

氏

　
　
　
　
　
（
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
長
）

　

◦
自
己
啓
発
・
マ
ナ
ー

　
　
　

全
日
本
作
法
会

　
　
　
　
　
　

教
授　

山
辺　

桂
子　

氏

　

◦
電
話
応
対　

　
　
　

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本

　
　
　
　

育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

祁
答
院　

千
秋　

氏

　

◦
公
文
書
の
作
成
と
扱
い
方

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

渡
邉　

浩
樹　

氏

　

◦
公
務
員
の
あ
り
方

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　
　
　

主
幹　

古
田　

啓
治　

氏

　

◦
地
方
自
治
・
財
政
・
税
の
し
く
み　

　
　
　

愛
媛
県
市
町
振
興
課

　
　
　
　

行
政
係
長　

米
田　

祐
司　

氏

　

◦
地
方
公
務
員
共
済
制
度

　
　
　

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　

総
務
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

知
子　

氏

　

研
修
会
受
講
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

令
和
5
年
度
「
新
規
採
用
職
員
研
修
会
」

受
講
者
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　

 

町　

名　
　

 

課　

名　
　
　
　
　

 

氏　

名

上
島
町　

住
民
課　
　
　
　

	

福
田　

佳
苗

　

〃　
　

町
民
生
活
課　
　

	

藤
澤　

美
紀

　

〃　
　

健
康
推
進
課　
　

	

中
坂　
　

旬

　

〃　
　

健
康
推
進
課　
　

	

大
本
さ
く
ら

　

〃　
　

企
画
情
報
課　
　

	

古
江　

七
海

　

〃　
　

公
営
事
業
課　
　

	

三
上　

裕
太

　

〃　
　

教
育
課　
　
　
　

	

大
林　

寛
也

　

〃　
　

教
育
課　
　
　
　

	

村
上　

未
紗

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

	

松
本　

幸
羽

久
万
高
原
町　

総
務
課　
　

	

山
本　

正
行

　

〃　
　

住
民
課　
　
　
　

	
池
田
悠
太
郎

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

	
市
川
ま
な
み

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
営
業
課	
大
野　
　

治

　

〃　
　

農
業
戦
略
課　
　

	

辻
田　

春
翔

　

〃　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課　

	

品
川
ち
ひ
ろ

松
前
町　

税
務
課　
　
　
　

	

新
開　

奨
馬

　

〃　
　

福
祉
課　
　
　
　

	

谷
口　

誠
志

　

〃　
　

福
祉
課　
　
　
　

	

白
方　

里
奈

　

〃　
　

保
険
課　
　
　

	

吉
良　

拓
真

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　

	

山
川　

夏
実

　

〃　
　

子
育
て
支
援
課　

	

大
政
祐
里
奈

　

〃　
　

健
康
課　
　
　
　

	

泉　
　

春
那

　

〃　
　

ま
ち
づ
く
り
課　

	

菊
本　

泰
成

　

〃　
　

産
業
課　
　
　

	

上
本　

彩
乃

　

〃　
　

上
下
水
道
課　
　

	

井
上　

愛
菜

　

〃　
　

上
下
水
道
課　
　

	

大
西　

琢
海

松
前
町　

社
会
教
育
課　
　

	

堀
田　

義
晃

　

〃　
　

小
富
士
保
育
所　

	

藤
井　

悠
輔

砥
部
町　

総
務
課　
　
　
　

	

武
田　
　

径

　

〃　
　

戸
籍
税
務
課　
　

	

宮
岡
さ
く
ら

　

〃　
　

商
工
観
光
課　
　

	

大
野　

実
央

　

〃　
　

社
会
教
育
課　
　

	

長
岡
茉
由
乃

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

	

谷
森　

史
弥

　

〃　
　

麻
生
保
育
所　
　

	

田
中　

愛
純

　

〃　
　

宮
内
保
育
所　
　

	

佐
野　

玲
奈

内
子
町　

保
健
福
祉
課　
　

	

金
野　

彩
花

　

〃　
　

町
並
・
地
域
振
興
課	

山
本　

浩
史

　

〃　
　

こ
ど
も
支
援
課　

	

大
金　

直
樹

　

〃　
　

自
治
・
学
習
課
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

西
田　

鈴
那

　

〃　
　

自
治
・
学
習
課　

	

太
尾　

友
香

　

〃　
　

保
健
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

冨
永　

綾
香

　

〃　
　

保
健
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

秦　

さ
く
ら

　

〃　
　

保
健
福
祉
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

中
山　

美
恵

伊
方
町　

総
務
課　
　
　
　

	

城
岡　

陽
向

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

	

宮
瀨　

勇
作

伊
方
町　

町
民
課　
　
　
　

	

米
澤　

楓
雅

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

	

井
上
り
よ
な

　

〃　
　

町
民
課　
　
　
　

	

松
本
菜
乃
花

　

〃　
　

瀬
戸
支
所　
　

	

宇
都
宮
聖
人

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

武
山　

実
花

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

小
松　
　

葵

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　

	

土
井　

崇
弘

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　

	

井
上
宗
大
郎

　

〃　
　

総
合
政
策
課　
　

	

中
元　

真
理

　

〃　
　

農
林
水
産
課　
　

	

居
林　

裕
雅

　

〃　
　

農
業
委
員
会　
　

	

宮
本　

聖
真

　

〃　
　

上
下
水
道
課　
　

	

郡
山　

翔
伍

　

〃　
　

教
育
委
員
会
事
務
局	

大
通　

昂
也

　

〃　
　

教
育
委
員
会
事
務
局	

久
世　

若
菜

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

	

谷
口　

之
浩

松
野
町　

保
健
福
祉
課　
　

	

佐
藤　

賢
人

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

若
宮　

彩
華

　

〃　
　

教
育
課　
　
　
　

	

竹
田　

真
梨

　

〃　
　

教
育
課　
　
　
　

	

長
瀬　

優
志

　

〃　
　

ふ
る
さ
と
創
生
課	

岡
田　

妃
菜

　

〃　
　

虹
の
森
ま
つ
の
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

新
玉
な
つ
き

鬼
北
町　

総
務
財
政
課　
　

	

高
田　

惇
菜

　

〃　
　

町
民
生
活
課　
　

	

上
甲
真
由
美

　

〃　
　

企
画
振
興
課　
　

	

竹
場　

若
菜

　

〃　
　

農
林
課　
　
　
　

	

本
倉　

健
吾

　

〃　
　

環
境
保
全
課　
　

	

兵
頭　

海
斗

　

〃　
　

き
ほ
く
の
里
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

河
添　

千
秋

　

〃　
　

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

渡
辺
あ
す
か

愛
南
町　

税
務
課　
　
　
　

	

清
家　

航
輔

　

〃　
　

水
産
課　

海
業
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

中
村　

一
喜

　

〃　
　

商
工
観
光
課　
　

	

黒
田　

幸
教

　

〃　
　

保
健
福
祉
課　
　

	

藤
田　

夏
海

　

〃　
　

建
設
課　
　
　
　

	

田
中　

雅
浩

　

〃　
　

農
林
課　
　
　
　

	

辰
巳　

拓
矢

愛
媛
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　
　
　
　
　

年
金
課　
　
　
　

	

川
上　

周
作

　

〃　
　

経
理
課　
　
　
　

	

中
谷　

光
希

愛
媛
県
町
村
会

　
　
　
　
　

総
務
課　
　
　
　

	

久
保　

佳
織

　

〃　
　

事
業
課　
　
　
　

	

小
西　

涼
雅
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全
国
町
村
会
は
、
6
月
16
日（
金
）全
国

町
村
会
館
で「
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
」

を
開
催
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
本
会
事
務

局
長
が
出
席
し
た
。

◆
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

政
策
説
明

　
「
郵
便
局
の
強
み
を
活
か
し
た
主
な
地

域
活
性
化
方
策
に
つ
い
て
」

　
　

総
務
省
官
房
総
括
審
議
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
越　

伸
子　

氏

　
「
2
0
2
7
年
国
際
園
芸
博
覧
会
へ
の

参
画
に
つ
い
て
」

　
　

公
益
社
団
法
人
国
際
園
芸
博
覧
会
協

　
　

会
事
務
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

速
水　

氏

　
　

農
林
水
産
省
農
産
局
花
き
産
業
・
施

　
　

設
園
芸
振
興
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮　

英
稔　

氏

　
　

国
土
交
通
省
都
市
局
参
事
官

　
　
（
国
際
園
芸
博
覧
会
担
当
）付

　
　

課
長
補
佐

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会

等
を
開
催

全
国
町
村
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉　

直
樹　

氏

3　

協
議
事
項

　
　
「
令
和
6
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び

施
策
に
関
す
る
要
望
」（
案
）
に
つ
い
て

4　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
理
事
会

　
都
道
府
県
町
村
会
長
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
4
年
度
決
算
等
に
つ
い
て

　

⑵　

副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

⑶　

全
国
町
村
会
災
害
対
策
費
用
保
険

制
度
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

4　

報　

告

　

⑴　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て

　

⑵　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

令和５年度
人物試験評価者講習実施要領

	 愛媛県町村会

１　研修目的

　　　近年、町の職員採用試験において、人物重視の観点から、面
接試験の比重が高まっている。一方、面接試験は、面接者の
主観的判断が働きやすいため、面接者相互間で評価結果が異
なる場合があるなど、その弱点も指摘されている。

　　　このことから、面接試験の基礎知識、質問の技法、評価の
技法を修得することにより、今後の面接試験の適切な実施に
寄与することを目的とする。

２　研修動画配信期間

　　令和₅年₆月21日（水）～令和₅年₇月28日（金）

３　研修講師

　　公益財団法人日本人事試験研究センター

４　研修受講対象者

　　面接試験官及び面接試験担当者

人
物
試
験
評
価
者
講
習

を
開
催

�

　
愛
媛
県
町
村
会

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
6
月
21
日（
水
）か

ら
7
月
28
日（
金
）ま
で
「
令
和
5
年
度
人

物
試
験
評
価
者
講
習
」
を
動
画
配
信
で
開

催
し
た
。
近
年
、町
職
員
採
用
試
験
に
お
い

て
は
、
人
物
重
視
の
観
点
か
ら
面
接
試
験

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
面

接
試
験
の
基
礎
知
識
や
質
問
・
評
価
の
技

法
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
面

接
試
験
の
適
切
な
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
」

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　

日
本
人
事
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

�

参
与　

武
廣　
　

巌 

氏

等
に
つ
い
て
（
案
）

　

⑵　

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

4　

報　

告

　

⑴　

任
意
積
立
金
処
理
規
程
の
制
定
に

つ
い
て

　

⑵　

特
定
疾
病
保
険
制
度
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他
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【
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
5
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会
を
6
月
7

日（
水
）午
後
1
時
27
分
か
ら
県
自
治
会
館

で
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
佐
川
秀
紀
（
理
事
長
）・
渡

部
克
彦（
松
山
市
議
会
議
長
）・
西
岡
利

昌
（
砥
部
町
議
会
議
員
）・
新
井
英
夫（
松

山
大
学
学
長
）・
向
井
政
明
（
愛
媛
県
町

村
会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
及
び
知
念
良

輝（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
酒
井
啓
司

令
和
５
年
度
定
例
理
事
会

 

定
時
評
議
員
会
開
く

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
　

（
税
理
士
）
の
各
監
事
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
佐
川
理
事
長
が

議
長
に
あ
た
り
、
令
和
5
年
度
収
支
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

　

次
に
令
和
4
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
の

日
程
等
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
6
月
27

日（
火
）に
開
催
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

さ
ら
に
令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
5
月

24
日
ま
で
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
令
和
5
年
度
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
及
び
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
宝
く
じ
の

発
売
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
売
上
促

進
の
協
力
方
依
頼
し
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い

て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
の
承
認
に
つ

い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

令
和
4
年
度
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　

第
4
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

○
報
　
告

　

第
1
号
報
告

　
　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

【
定
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協

会
（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、

令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
を
6
月
27
日

（
火
）午
後
1
時
27
分
か
ら
県
自
治
会
館
で

開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
玉
井
敏
久
（
西
条
市
長
）・

谷
本
勝
俊
（
伊
予
市
議
会
議
員
）・
菊
地
幸

雄
（
内
子
町
議
会
議
員
）・
本
多
幸
雄
（
愛

南
町
議
会
事
務
局
長
）
の
各
評
議
員
及
び

知
念
良
輝
（
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武

智
茂
記
（
愛
媛
県
市
長
会
事
務
局
長
）
の

各
監
事
並
び
に
佐
川
理
事
長
・
向
井
常
務

理
事
等
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
定
款
に
よ
り
菊
地
評
議
員
を
議
長
に

選
出
し
、議
事
録
署
名
人
に
谷
本
評
議
員
・

本
多
評
議
員
を
指
名
。

　

議
長
は
、
議
事
に
入
り
令
和
5
年
度
収

支
補
正
予
算
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
・

決
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。

　

評
議
員
・
理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選

任
に
つ
い
て
は
、
定
款
に
よ
り
各
候
補
者

ご
と
に
賛
否
を
諮
っ
た
結
果
、
全
員
異
議

な
く
次
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

【
評
議
員
】

　

河
野　

清
一
（
西
予
市
議
会
議
長
）

　

高
門　

清
彦
（
伊
方
町
長
）

　

加
藤　

康
幸
（
松
野
町
議
会
議
長
）

　

藤
田　

泰
宏
（
砥
部
町
議
会
事
務
局
長
）

【
理　

事
】

　

河
野　

忠
康
（
久
万
高
原
町
長
）

　

久
保　

美
博
（
内
子
町
議
会
議
長
）

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の
と

お
り
。

○
議
　
事

　

第
1
号
議
案

　
　

令
和
5
年
度
収
支
補
正
予
算
の
承
認

に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案

　
　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案

　
　

評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に

つ
い
て

　

第
4
号
議
案

　
　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ

い
て

定例理事会

定時評議員会
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６
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
令
和
6
年
度
国
の
施
策
等
に
関

す
る
提
案
・
要
望
活
動（
2
日
ま
で
）、

　

令
和
5
年
度
全
国
簡
易
水
道
大
会
、
令

和
5
年
度
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
通
常

総
会

▽
5
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
定

例
監
事
監
査
、
愛
媛
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
会
計
監
査

▽
6
日
＝
愛
媛
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

定
期
総
会
、（
一
社
）愛
媛
県
発
明
協
会

令
和
5
年
度
第
1
回
理
事
会
、
日
本
赤

十
字
社
愛
媛
県
支
部
令
和
5
年
度
第
1

回
評
議
員
会

▽
7
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
5
年
度
第
1
回
定
例
理
事
会

▽
9
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
5
年
度
第
2
回
理
事
会

▽
11
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

5
年
度
第
2
回
役
員
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
・
愛

媛
県
町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会

計
令
和
4
年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町

村
会
・
全
国
生
協
愛
媛
県
支
部
令
和
4

年
度
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
第
1
回
正
副
会
長
会

▽
13
日
＝
愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
令
和

5
年
度
第
1
回
理
事
会
、「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め
2
0
2
3
実
行

委
員
会
」
第
4
回
総
会

▽
14
日
＝（
公
財
）え
ひ
め
産
業
振
興
財
団

定
時
評
議
員
会

▽
15
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
6
月
懇
談
会
、
全
国
町
村
会
政
調

幹
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長

会
議
・
災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
16
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
・
理

事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
全
国

生
協
総
代
会

▽
20
日
＝
令
和
5
年
度
新
規
採
用
職
員
研

修
会（
21
日
ま
で
）、（
公
財
）愛
媛
県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
令
和
5
年
度
第
1

回
評
議
員
会
、
第
48
回
部
落
解
放
・
人

権
西
日
本
夏
期
講
座（
開
会
行
事
）　

▽
22
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
退
職
手
当

制
度
研
究
会

▽
26
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
5
年
度

「
第
2
回
臨
時
総
会
」
並
び
に
「
第
2
回

全
員
連
絡
会
」、愛
媛
県
町
村
会
第
1
回

正
副
会
長
会
、
ベ
ト
ナ
ム
ベ
ン
チ
ェ
省

訪
問
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

▽
27
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
5
年
度
第
1
回
評
議
員
会

▽
29
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
幹
事
会

　

  
海
外
持
出
禁
止

　

♪
「
時
の
流
れ
に
身
を
任
せ
―
―
」
て
い

る
意
識
は
な
い
が
令
和
5
年
も
、
は
や
半

年
が
過
ぎ
た
。
例
年
か
ら
す
る
と
今
年
の

6
月
は
真
夏
日
が
多
く
、
早
め
の
夏
到
来

と
な
っ
た
。
早
々
の
梅
雨
入
り
で
鬱
陶
し

い
が
、
花
菖
蒲
や
ア
ジ
サ
イ
の
花
は
、
雨

に
濡
れ
て
一
段
と
そ
の
美
し
さ
が
映
え
る
。

　

こ
の
時
季
は
、
山
々
が
一
面
新
緑
、
里

や
神
社
の
森
、
街
路
樹
、
各
家
の
庭
木
ま

で
緑
一
色
に
染
ま
る
。
田
舎
の
静
か
に
水

が
張
っ
た
水
田
な
ど
梅
雨
時
の
美
し
さ
が
、

何
と
な
く
人
の
心
を
新
鮮
に
し
、
癒
し
て

く
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
バ
ス
で
あ
る
。
時

に
は
激
し
く
降
る
雨
か
ら
一
変
し
て
夏
の

太
陽
が
射
す
、
ジ
メ
ジ
メ
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た

梅
雨
も
合
間
に
素
晴
ら
し
い
晴
天
の
一
時

を
み
せ
る
。
ま
さ
に
日
本
の
四
季
は
、
自

然
の
厳
し
さ
と
恵
み
で
常
に
季
節
々
、
人

の
心
の
優
し
さ
を
醸
成
さ
せ
て
く
れ
る
よ

う
で
も
あ
る
。

　

さ
て
、
今
海
外
で
は
、
日
本
の
酒
、
果

物
、
肉
、
魚
、
調
味
料
な
ど
極
め
て
評
判

が
良
い
。
自
動
車
・
家
電
製
品
・
半
導
体

な
ど
に
続
く
、「
食
材
の
輸
出
」
は
、
こ
れ

か
ら
の
我
が
国
に
最
も
合
致
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。
ま
た
、
握
り
寿
司
が
好
評
で

あ
る
。
国
内
の
「
握
り
寿
司
職
人
養
成
所
」

は
、
先
々
ま
で
予
約
満
杯
で
多
く
の
人
が

入
学
待
ち
と
の
こ
と
。
海
外
へ
の
出
稼
ぎ

を
考
え
て
の
事
ら
し
い
が
、
真
の
握
り
寿

司
を
海
外
へ
広
め
て
ほ
し
い
。

　

近
年
、
海
外
で
も
人
気
上
昇
中
の
美

味
い
「
焼
き
芋
」
は
、
梅
雨
ご
ろ
が
丁
度

「
苗
」
を
植
え
る
時
期
に
あ
た
る
。「
さ
つ

ま
芋
」
は
中
南
米
原
産
で
17
世
紀
前
半
日

本
に
伝
わ
っ
て
来
た
。
以
来
、
食
料
難
時

代
々
の
我
が
国
を
支
え
て
き
た
食
べ
物
の

救
世
主
で
あ
る
。
特
に
先
の
大
戦
時
前
後

は
、
空
腹
の
日
本
人
の
胃
袋
を
満
た
し
て

く
れ
た
。
因
み
に
当
時
の
食
料
自
給
率
は

1
0
0
％
。時
は
変
わ
り
、現
在
の
「
焼
き

芋
」
は
、
日
々
の
食
材
か
ら
転
じ
、
美
味

さ
は
和
洋
菓
子
の
筆
頭
の
一
つ
と
な
っ
た
。

今
日
に
至
る
ま
で
の
品
質
創
り
は
、
関
係

者
の
長
く
辛
抱
強
い
努
力
の
結
果
で
あ
る

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
勿
論
、
そ
の

他
「
み
か
ん
」「
り
ん
ご
」「
イ
チ
ゴ
」
始

め
、
我
が
国
農
産
物
の
進
化
の
展
望
に
は
、

何
か
と
物
議
を
か
も
し
出
す
一
部
外
国
人

観
光
客
の
誘
致
増
以
上
の
も
の
が
潜
在
し

て
い
る
と
思
う
。

　

つ
い
て
は
、
努
力
の
結
晶
で
あ
る
“
新

品
種
の
苗
”
は
、
特
許
扱
い
を
強
化
、
な

お
一
層
、
農
産
物
海
外
持
出
禁
止
を
官
民

一
体
で
管
理
徹
底
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

6
月
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
、カ
ナ
ダ
の
「
道

徳
教
育
の
教
材
」
に
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る

好
青
年
、
米
大
リ
ー
グ
エ
ン
ゼ
ル
ス
・
大

谷
翔
平
選
手
の
活
躍
が
光
っ
た
。
全
仏
テ

ニ
ス
で
は
、
最
年
少
17
歳
の
小
田
凱
人
選

手
が
男
子
車
椅
子
部
で
、
加
藤
未
唯
選
手

が
混
合
ダ
ブ
ル
ス
（
ド
イ
ツ
の
ブ
ッ
ツ
選

手
と
）
で
優
勝
し
た
。
二
人
に
大
拍
手
を

送
り
た
い
。
た
だ
ボ
ー
ル
・
パ
ー
ソ
ン
の

件
で
は
、
唯
一
公
平
で
あ
る
べ
き
ス
ポ
ー

ツ
観
に
、
何
と
な
く
す
っ
き
り
し
な
い
も

の
を
残
し
た
…
。�

（
Ｔ
）

 

「
多
分
、
人
間
の
た
っ
た
一
つ
の
本
当
の

価
値
は
、
自
分
を
軽
蔑
で
き
る
と
云
う

こ
と
で
あ
る
。」

�

　
（
サ
ン
タ
ヤ
ナ　

米
国
の
哲
学
者
）

一

筆


